
   住宅におけるにおいの定量化を考慮した室内空気環境と

   温熱環境の総合評価に関する研究（2）（梗概）
   木村　建一

   第1章 研究目的

   　1980年前後に，オフィス・会議室・教室などにおいて，

   むかつき・吐き気・めまい・食欲減退，頭痛等を訴える

   居住者が急増するという現象が欧米を中心に生じ，社会

   的にも問題となった。それらの現象の多くは，室内に存

   在する多くの化学物質のどれを取っても，低濃度であり，

   許容レベル以下の量であり，その複合作用によるものと

   された。これはシックビルディングシンドロームと呼ば

   れ，世界保健機構（WHO）でも正式に取り上げられた。

   シックビルディングシンドロームの原因の1つに，省エ

   ネルギーのための換気量削減が挙げられており，米国暖

   房冷凍空調学会（ASHRAE）でも必要換気量の見直しが

   行われている。

   　物理的・化学的測定法によって測定されうる汚染源の

   濃度が，各国の許容基準以下であるにもかかわらず，在

   室者が不快を訴えるということは，室内空気汚染源が知

   覚レベルでしか測定し得ない程度に存在していることを

   示していると思われる。そのような知覚空気汚染源には，

   人体からの呼気・口臭・胃腸からのガス・皮膚からの発

   汗によるにおい・頭髪臭等の生体発散物質（Bioefflu－

   ents），タバコ臭，及び建築物内の室内家具・空調システ

   ム・壁材・力ーペット等の放つ空気汚染物質が挙げられ

   る。
   　空調システムや建材の放つ空気汚染物質及び生体発散

   物質，タバコ臭等の強度を統一の単位で評価するために，

   デンマークエ科大学のFangerは，判定者の不快者率に

   基づいた知覚空気汚染源強度の単位，オルフ（olf）と，

   知覚空気汚染の度合を示す単位，デシポル（decipo1）を

   提案した。これはユニークなヒューマンスケールで室内

   空気質評価には有用と考えられる。本研究の目的は，居

   住空気環境の評価方法を確立する際に，温熱環境との相

   互作用を把握することによって，最も省エネとなる居住

   環境を造成するための基礎資料を提供することである。

   昨年度の研究助成で行った前報告文1）では室内空気温度

   が臭気感覚へ及ぼす影響について報告したが，本年度の

   研究では，室内の気流速が臭気の発生量へ及ぽす影響に

   ついて調査する。また，室内の建築部材から放たれる臭
   　　　　　　　きゆうカ、く   気に対する人間の嗅覚疲労についても考察を行う。

   第2章　室内表面風速が知覚空気汚染物質発生量に及ぼ

   　　　　す影響に関する研究

   2－1　はじめに

   　シックビルディングシンドロームの原因の1つとし

   て，建材，家具などから放たれる臭気及び揮発性有機化

   合物（Volatile　Organic　Compounds）が挙げられている

   文2）。臭気に代表される知覚空気汚染物質の発生強度を表

   すものとしてはFangerの提案した“olf”文3）があるが，

   建材からの知覚空気汚染物質発生量を測定する方法は明

   確にはされていない。一方，揮発性有機化合物の発生量

   を測定する方法については，EPA（米国環境保護局）や

   ECの環境委員会が，建材測定を行うチャンバーの空気

   温度，湿度，換気回数，部材の表面風速，ローディング

   ファクター（Loadiing　factor，チャンバー容積と部材面

   積との比）について轍告している文4）5）。本研究では空気

   温度・湿度一定の空間において換気回数，表面風速，ロー

   ディングファクターを変えた場合に知覚空気汚染物質発

   生量がいかに変化するかを調査する。

   2－2　実験方法

   2－2－1　実験装置

   　実験は早稲田大学理工学部58号館K室及びS室で

   行った。K室にはアルミパネル製のチャンバー（1．8×

 2．7×2．5H[ｍ]）を１室設け，図１に示すようにファン，

   ダクトにより強制換気した。K室と向かい合うS室には

   図2に示すように4つの測定箱（アルミパネル製）を用意
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　　　　　図2　測定箱

した。測定箱の寸法はどれもO．3×0．45×0．3H［m］であ
　　かり，嗅ぎ口に設置したベンチレーダーによって換気され

ている。S室の窓は全開してあったので、換気は十分にな

されていた。

2－2－2　実験条件

　本実験には表1に示すチップボード，カーペット，ラ

バー，ゴザを試験部材として用い，S室の4つの測定箱に

は30cm角の面積になるように切ったものをそれぞれ床

面に設置し，K室のチャンバーには表1に示す大きさの

部材を床面に設置した。各測定箱には換気用のファンの

ほかに風速制御用のファンが床面に設置されており，こ

のファンの回転数を変えることによって，4段階の風速

を作りだした。試験部材表面から3㎝の位置で測定した

風速はO．03m／s，O．5m／s，1，Om／s，2，Om／sであり，以

下この測定箱を風速の小さい方から順にボックスA，

ボックスB，ボックスC，ボックスDと呼ぶ（表2参照）、

ボックスA～Dの平均換気回数は41．2回／時であり，ま

た，試験部材が置かれたK室のチャンバーはチャンバー

に設置されている換気システムによって平均1．4回／時の

換気回数で換気された。

2－2－3　測定方法

　各試験部材によって汚染されたボックスA～D，チャ

ンバーからの空気は12名からなる訓練パネルによって

decipol値で判定された。訓練パネルとは空気質のレベ

ルをFangerの提案したdecipol値で表現できるように

訓練されたパネルのことであり，トレーニングには参照

ガスとしてアセトンを用いた文6）。パネルは図3．図4に

示すように嗅ぎ口に鼻をあてることによって内部空気を

嗅ぐことができる。また，TVOC（Total　Volatile

Organic &#160;Compounds）の濃度をMφlhaveの方法文7）に従

い，トルエン等価で測定した。表3に測定項目と測定機

器の一覧を示す。また，換気回数はSF6濃度の減衰より算

表1　実験に用いた建材及び表面積

㎜T㎜工肌 L㏄＾TI㎝

㎝工朋O＾㎜　　BOX

　　　　　　　C㎜BER

㎝RPET　　　BOX

　　　　　　　C㎜WBER

R∪BBER　　　80X

　　　　　　　C㎜個ER

ST㎜W一㎜T

　　　　　　　　2S∪RF＾CE㎜＾（口）

0．0144

2．1600

0．0144

5．1200

0．0144

1．2800

BOX　　　0．0144

C㎜BER　　2．5600

表2　各測定箱（ボックス）内の風速

図3　測定箱の空気を嗅ぐパネル（S室）

図4　チャンバーの空気を嗅ぐパネル（K室）
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 表3　測定項目及び測定機器

 加doorairtemρerature
 Outdoora加te囮ρer批e
 耐oorカ㎜雌リ

 0utdoorh㎜i砒リ

 COCOnce批rat土㎝

 C02CO皿Ce趾rati0η

 SF6ConCe耐ra亡ioη
 WOCc㎝Ce耐rati㎝

 COpρer－C0鵬t㎜腕肋emOcouρユe

 蜘romete川a工sara、”W2川

 舳ig舳onitor1脳妙13021

 出した。

 2－2－4　実験手順

 　図5に実験手順を示す。訓練パネルを用いた知覚空気質

 測定実験は1日に1種類の部材の測定のみを行い，訓練

 パネルは午前に1回，それより3時間後の午後に1回，

 ボックスA～D及びチャンバーの空気をdecipol値で申

 告した。また，各試験部材はパネルが申告を行う日の前

 日の午後に，各ボックス及びチャンバー内に設置される

 ので，試験部材はパネルが午前の申告を行うまでに約18

 時間，換気された空間に置かれている。

 2－3　実験結果

 　表4に各部材のボックスA～D，チャンバーにおける

 平均知覚空気汚染度（decipol）及び各部材の単位表面積

 あたりの知覚空気汚染物質発生量（Surfece　Emission

 Rate，以下SERと称す）を示す。Fangerの空気質に関

 する快適方程式文3）によると知覚空気汚染物質発生量

 （olf）は以下のように計算される。

 　　　1

 ここで　　G：知覚空気汚染物質発生量［olf］

 　　　 PAQ：定常状態の室内知覚空気汚染度［decipol］

 　　　　　　 q：新鮮外気量［1／S］

 　　　

 　　　　　　　　　　　　

 　SER：単位面積あたりの知覚空気汚染物質発生量

 　　　　　　　　［o1f／m2］

 　　　　Q：新鮮外気量［m3／］

 　　　　A：部材の表面積［㎡］

 　　　　　N：換気回数［h－1］

 　　　　V：室容積［m3］

 　　　　 L：ローディングファクター（A／V）［㎡／m3］

 ※（2）式中の3．6は換気量の単位1／sからm3／hへの変換

 ω　　　　　　ω  ω

 0　　　　　　　　　　　　　1050　　　　　　1230　　”2ゴ”．

 　　　　　　ω3wリ1㎜肋．

 ω加∫吻〃卯9肋3㎜α〃〃o1
 ωツ0伽8μ叱め〃αかg”0物加伽勿01

 β）㎜ω∫”〆〃9oか蛇㎜μ〔α勿〃，κ伽伽θ
 　　肋㎜倣卯，”〃〃0Cω”03肋肋o”

 図5　実験手順

 表4　各部材のdecipol値及びolf値

 ㎜冊皿＾L　L㏄＾一I㎝ 閉RC匝IWD　　Sm㎜C厄

 ＾m0∪肌IW　㎜ISSI㎝
 　　　　　　　　　　　2 （decipo1）　㎜E（o1f／n）

 ㎝I閉0＾㎜

 C㎜PE一

 ㎜㎜唖

 S一㎜”一㎜一

 80H
 80n

 EOX　C

 日0X　l〕
 ㎝㎜匝R

 80H
 EOH

 80X　C
 醐m

 ㎝㎜肥R

 80H
 80H

 80X　C
 80Hl

 α㎜日厄R

 80H

 80H

 80X　C
 80H

 ㎝㎜1㎜

 2．23±1，43
 2．95±1，17

 3．47±1，67

 4．22±1，77

 9．63±4．36

 0．83±0，63
 1．46±1，29

 1．3710，96
 1．69±1．31
 14．88±7．21

 5．72±4，59

 7．0414，69

 9．28±5，21
 9．97±5．57
 20．92±8．30

 1．72！1，21
 2．01±1，51

 2．20±1，73

 2．41±1，84

 8．67±5．94

 7，08
 9．53

 11．20

 13，66
 1．45

 2，63
 4，72

 4，42

 5，47

 0．85

 18．15
 22．75

 29．95
 32，27
 9．18

 5，46

 6，50

 7，10

 7，80

 1．56

 ■ St㎜虹neviati㎝

 　表4を見ると同じ部材であっても，置かれた場所に

 よって異なるSERを示していることがわかり，特に

 チップボード，カーペット，ラバーの場合，ボックスD

 のSERはボックスAの約2倍の値になっている。ここ

 で物質移動係数よりSERを求める式を以下の（4）式に示

 す。（4）式はBergeら文8），藤井ら文9），Hoetjer文10）がホル
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ムアルデヒドの部材からの発生量を算出する際に用いた

　　　　
　SER＝― ×（PAQeq－PAQ）……………………………（4）

　　　　　　 &#160;（D／⊿）

ここで
　　　 　K：知覚空気汚染物質移動係数［m／h］

　PAQeq：換気のない状態における，各言式験部材の平衡

　　　　　　　濃度［decipol］。（PAQeq－PAQ）は知覚空気

　　　　　　汚染物質が試験部材内から室内空気へ拡散す

　　　　　　る際の駆動力と考える。

　　　　D：拡散係数［㎡／h］

　　　 ⊿：境界層厚さ［m］

　　　　　　　うに表現される。

　　 ｛1＋（1／K）・（N／L）｝

（7）式の逆数をとって

　　1　　　　　1　　　　　　 1　　 &#160; &#160; N　――＝――――＋――――×―………（8）
　PAQ　　 PAQeq　　K・PAQeq &#160; &#160;L

　（8）式によると，室内知覚空気汚染度PAQの逆数とN／L

の関係は線形となり，切片は1／PAQeqとなる。そこで図

6に今回の実験結果より求めた1／PAQとN／Lとの関

係を示す。左方の横軸目盛り0～10付近に散布している

4つのプロットがチャンバーにおけるデータであり，残

りのプロットはボックスA～Dにおける結果である。

ボックスにおける結果は同じ部材で，同じN／Lの値で

あっても1／PAQの値が広範囲にちらばっている。

　図7にトルエン等価で測定したTVOC濃度とパネル

の申告した知覚空気質（dedpol値）との関係を示す。図

中の回帰直線は各部材ごとのデータを用いて算出したも

のである。部材ごとに見れば，TVOC濃度が増加すると

decipol値も増大しており，両者に正の相関関係が見い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だされるが，トルエン等価のTVOC濃度が全ての部材

による知覚空気汚染度を予測するための指標になりうる

とは考えられない。ここで，ボックスA～Dで測定され

たデータのみに着目し，チャンバーで得られた測定値を

削除した場合の，TVOC濃度と知覚空気汚染度の関係を

図8に示す。回帰直線は全部材のデータに基づいて引い

た。このような低い濃度の範囲では，TVOC濃度は知覚

空気汚染度を予測するための指標として使用することが

可能であると考えられる。

2－4　考察

（8）式は，N／Lの値が増すとともに1／PAQク）値が増
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図12　表面風速とolf値との関係（ゴザ）

表5　表面風速とSERとの回帰直線

Materia1　　　　　　Regression　1ine

Chipboard　　　　　SER　　9　3．23　x　γ　　十　7．52

Carpet　　　　　　　　SER　　2　1．21　x　γ　　十　3．24

Rubber　　　　　　　　SER　　＝　7．21　x　v　　＋　19．42

Straw－mat　　　　　SER　　1　1．13　x　v　　＋　5．72

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．．Surface　Emission　Rate　（o1f／m）
Surface　＾ir　ve1ocity　（mls）

し，よってSERの値も増えていく傾向があることを示

している。図6を見ると，チャンバーで得られたN／Lの

値はボックスA～Dで得られたN／Lの値より小さく

なっており，これが表4においてボックスのSERが

チャンバーのSERより大きな値となった理由であると

考えられる。しかし，各ボックスのN／Lの値はほぼ等し

くなっており，表4で同じ部材で，ボックスA～Dのそ

れぞれのSERに差が生じた結果については（5）式では説

明ができない。Matthewsは部材付近の風速が速いほど

部材上部の境界層の厚さ（（5）式の⊿を減少させ発生量

が増大する，と述べている文11）。そこで図9～12に各部材

の部材表面風速とSERとの関係を示した。4つの部材

のどれも風速が増すにつれSERが増大することがわか

る。図9～12の各回帰直線の式を表5に示す。回帰直線

の傾きから，特にラバー，チップボードのSERは表面風

速の影響を多く受けており，知覚空気汚染物質の発生量

を算定する際には風速の影響を考慮することが必要であ

ろう。Ullrichは，表面風速が0．2m／sから2m／sへ増す

と，揮発性有機化合物の発生量は30％増す，と述べてい

るが文5），本実験では知覚空気汚染物質の発生量の変化

は，それ以上の増分を示した。

第3章ゴムカーペットのある室内に暴露された人間の

　　　　嗅覚疲労に関する実験研究

3－1　はじめに

　人間の嗅覚には，あるにおいを続けて嗅ぐと次第にそ

のにおいを感じる感覚が鈍くなり順応（Adaptation）す

るという特徴があり，これは一般に嗅覚疲労と呼ばれて

いる。オフィスや会議室等，実際の空間で長期間執務し

ている在室者は，その室特有のにおいに順応して嗅覚疲

労を起こしていると考えられる。ASHRAEのスタン

ダード62－89では，許容できる室内空気質を来室者の

80％が「その空気を受け入れられる」とした環境と記述

しており，順応を起こしていない来室者を嗅覚パネルと

して用いた研究が多い。しかし，その空間で実際に生活

している人間の申告を調査することは，空気環境を評価

する上で重要である。例えば，順応を起こしているであ
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ろう在室者の感覚と来室者の感覚にどのような相違が見

られるか，その関係を把握することによって在室者の室

内空気質に関する申告（例えば許容度や臭気強度申告）

を来室者の感覚に換算して本来の必要換気量を算定する

ことも可能となる。Cainらによれば，在室者の順応の程

度は空気汚染のレベルによるだけでなく，その環境への

暴露からの時間にも大きく左右されるという文12）。よっ

て在室者の空気汚染への暴露後の申告を時系列で調査

し，順応の程度を調べることが必要だと思われる。

　一方，室内にある建材や家具から発生する揮発性有機

化合物VOC（Volatile　Organic　Compounds）は目，鼻，
のと喉への刺激の強さ（Irritation）を促す等，シックビルディ

ングシンドロームの原因の1つとして注目され，発生の

挙動，あるいは人間の感覚への影響等について現在いく

つかの研究が報告されている。本報告では，建材から発

生する様々な揮発性有機化合物をトルエンに換算して測

定した濃度をTVOC（Total &#160;Volatile &#160;Organic　Com－

pomds）濃度とし，TVOC濃度と被験者（オキュパント）

の臭気感覚申告との関係，及びオキュパントの臭気感覚

の空気環境への順応性を調べる目的で行った実験につい

て報告する。
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表8　申告スケール

Wote　for　odor　intongityVOt8　fOr　aCOOPt

HO”　8trOng　ig　thO　OdOr
in　thi8　＝oon？　　P1oa36
I1旧1＝k　on　tho　gca1o：
　　　No　odor
　　　S1ightodo1＝
　　　”oderato　odoI＝
　　　StI＝ong　Odor
　　　W8rygtrongodo1＝
　　　Owerp0”61＝ing　od01＝

II■lagi皿o　that　you　frequent1y
d岨ingda11y”ork閑r06πposod
to　thg　ai1＝　in　th8　【ooII1．　Ho”
accoptab18　do　you　fi皿d　thl≡　ail＝？
　　C1oa＝1y　aoc8ptab1o

Ju8t　皿ot　aoceptab1e

C18ar1y　not　accoPtab16

Voto　foI＝　irritati0皿

P1oasd　IIlark　tho　1i皿8　to　indicate　th8　■Ilagnitud．≡　of　8ensation：

NO　i1＝’ritatiOn
S1ightirritatio皿
Hodo1＝ato　irritation
St1＝Ong　irritatiOn
V8ry　8t＝Ong　irritatiOn
OwOI＝PO”6ri血g　i＝ritot1on

1＝yO ”080 ■hroat

CO2濃度，SF6濃度，TVOC濃度を2分間隔で測定した。

120分後の申告が終了するとオキュパントは試験室から

退出し，最後に屋外の空気環境について申告を行った。

結局オキュパントは計12回の申告をしたことになる。試

験室内の温度・湿度・風速はオキュパントが120分後の申

告を終了し，試験室を退出する前に図13に示した点で測

定した。

3－3　実験結果及び考察

3－3－1　測定結果

　表9に各実験日の環境試験室内の温度，湿度，風速，

換気回数，そしてTVOC濃度の測定結果を示す。温度，

湿度，風速，換気回数は実験日間の差がほとんどなく，

試験室内の環境条件はほぼ一定であったと言える。しか

し，ゴムカーペットの枚数で変化させたTVOC濃度は，

ゴムカーペット2枚の実験の濃度（TVOC＝0．368mg／m3）

と4枚の実験の濃度（TVOC＝O．293mg／m3）が逆転する

という結果になった。

3－3－2　各申告間の相関関係

　表10に各申告間の相関係数を示す。臭気強度，許容度，

鼻への刺激の強さ，それぞれの申告間の相関係数は高く，

そのどれを用いても室内空気環境を評価するのに有用な

尺度であると考えられる。Bluyssenは『嗅覚にはにおい

に対して敏感な臭気感覚（Olfactory　sense）と，粘膜刺

激に対して敏感な化学感覚（Chemical &#160;sense）があり，

それらは別の順応過程を呈す』文14）と述べているが，臭気

強度と鼻の刺激の強さとは非常に高い相関関係にあり，

刺激物を多く含むVOCに対しては同様の順応過程を生

じるのではないかと考えられる。

表9　測定結果

Rubber
Mats

（Pi㏄6s）

TempeトHumid－　Air　Air　Change　TVOC．
ature　　　ity　　　　Veloci－y　　　Rate
　（℃）　　　（％）　　　（mlS）　　　　（11’1）　　　（mg’π一）

2
4
6
9

23，5
23．3
24
23．9

43　　　　0，23　　　　　3，87　　　　0．368
56　　　　0，11　　　　　3，63　　　　0．293
44　　　　0，21　　　　　3，82　　　　0．469
36　　　　0，13　　　　　3，72　　　　0．683

．Total　Volatile　Organic　C◎mpounds　in－olueneθquivalents

表10　申告間の相関関係

0dor　Accept－Eye　Nose　肺roat

inten－abi1ityirrita－irrita－irrita－

Sity　　　tiOn　tiOn　tiOn

0dor　　　x　　x　　x　　x　　x

intenSity

＾ccept－
abi1ity

Eye

irritatiOn

NOSe

irritatiOn

ThrOat

irritatiOn

一0，968　x　　x　　x　　x
　　　●0，000ユ

・0．451　0，366　x　　x　　x

0．00350．0204

0，902・0，892－O．269　x　　x

0，000ユ0．00010．0935

0，320－O．337　0．051　0，519　x

0．04400．03340．75380．0006

x＝seee1sewhereinTab1e
．PROBllRl：th・・ig・ifi・・…p・・b・bi1ity山h・

corre1ation

3－3－3　各申告値の経時変化

　図15，図16，図17に各実験日の臭気強度，許容度，鼻

への刺激の強さの申告の経時変化をまとめた図を示す。

各図に示した曲線はオキュパントの申告の時間による変

化を調べるために式（9）に当てはめ，非線形回帰プログラ

ムNLIN文15）を用いて求めたものである。

　C＝A1＋A2x　［1－exp（A3×t）］　……………（9）

ここで，

　　　　　　C：各スケールの申告値

　　A1，A2，A3：定数

　　　　　　　t：経過時間

　これらの図から，申告が定常状態に達し，順応が起き

るまでに約30分かかる場合もあれば，120分後でも定常に

達しない場合もあり，順応するまでの時間にはかなりば

らつきがあることがわかる。Gumarsenらが生体発散物

質とタバコ煙を用いて行った暴露時間90分の実験の報告

文16）では，オキュパントが入室してから約10分後には申
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 告が定常に達し，順応したと述べている。また，Clausen

 らがタバコ煙を用いて行った実験の報告文17）では実験開

 始1時間後でも刺激に関する申告は定常状態に達しな

 かったと述べている。今回のゴムカーペットを用いた実

 験では，図15，図16に示した臭気強度と許容度は，環境

 試験室内に入室した直後の申告にばらつきがあるが，申

 告が定常状態に達し，順応したときの両申告の値はゴム

 カーペットの枚数が多くなるほどに高くなる傾向があ

 る。これは順応した状態でも知覚空気汚染のレベルの高

 低をオキュパントが判断できていることを示していると

 考えられる。しかし，図17に示すように最もゴムカーペッ

 トの枚数が多く，知覚空気汚染源の発生量が最も多いと

 考えられる実験（ゴムカーペット9枚）においても，鼻

 への刺激の強さの定常値は最も高い値を示しておらず，

 鼻への刺激の強さの順応の程度は臭気強度・許容度と比

 較して高い結果となった。

 3－3－4　順応による申告の変化

 　図18，図19，図20に臭気強度，許容度，鼻への刺激の

 強さとTVOC濃度との関係を示す。実線は順応する前

 （試験室入室直後（0分後）の申告の平均値），点線は順

 応したとき（式（1）でt＝∞としたときの値）の値とTVOC

 濃度との最小2乗法による回帰直線である。図19，図20

 においては，順応する前も順応後もTVOC濃度の増加

 に伴い臭気強度，許容度はより受け入れられない側へ変

 化する傾向が見られた。また，順応後の値は順応する前

 の値より受け入れられる側の値となっている。Engen

 は，『人間がある空間に入室し，最初はその空気を受け入

 れられないと感じても，時間が経過し順応すると，臭い

 による感覚は減少し，一方，刺激による感覚は増加，あ

 るいは一定の値を示すだろう』と述べている文18）。しか

 し，刺激物を多く含むVOCを用いた今回の実験では，臭

 気強度が減少していく傾向は見受けられなかった。また，

 図20においては，TVOC濃度と鼻への刺激の強さとの間

 には明確な傾向が見られなかった。知覚空気汚染源の種

 類により，順応の程度，あるいはその傾向は異なるので

 はないかと考えられる。

 結論

 1）　4種類の建築部材（チップボード，力ーペット，ラ

 バー，ゴザ）を，内部風速の異なる4つの換気量の等し

 いボックス，及び1つの居室サイズのチャンバーに設置

 してdecipol値を測定し，そのdecipol値から，部材の面

 積あたりの知覚空気汚染物質発生量（olf／㎡）を算出し

 た。

 2）　試験部材の表面の風速が大きいほど，知覚空気汚染

 物質発生量が大きくなる傾向が見られた。

 3）トルエン等価のTVOC濃度とdecipol値で表され

 る知覚空気汚染度との関係を求めた。

 　オフィス等で執務する人間の嗅覚疲労の定量化を試み

 るために，ゴムカーぺットがある室内への暴露後の時間

 と，臭気強度，許容度，目，鼻，喉への刺激の強さの申

 告値との関係を求め，以下の結果を得た。

 1）臭気強度，許容度，鼻への刺激の強さについてはそ

 れぞれの申告問の相関係数が高く，室内空気質の評価に

 有用な尺度であると考えられる。

 2）臭気強度，許容度，鼻への刺激の強さは，時問経過

 とともに指数関数的により受け入れられる側へと変化し

 たが，串告が定常状態になり順応するまでの時間にはか

 なりのばらつきが見られた。

 3）オキュパントの感覚が順応する前あるいは順応後の

 臭気強度と許容度の申告は，TVOC濃度の増加に伴いよ

 り受け入れられない側へと変化した。
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